
あなたの周りの身近な出来事や話題をお寄せください。

〒811-3293（住所不要）
福津市役所広報秘書課 広報ふくつ行
☎43・8113

まちのわだい

市民広報ボランティア

ふくつの守り人たち

宮地浜の環境美化に尽力

　７月２９日、福岡県消防学校で第２２回宗像地区消
防ポンプ操法大会が開かれ、福津市、宗像市の消防
団８チームが消火技術を競いました。
　大会では、防火水槽から給水し、火

か

点
てん

と呼ばれる
的にめがけて放水、撤収するまでの一連の手順を演
じます。炎天下のなか選手たちは見事な消火技術を
披露しました。
　消防団員は地域の災害に、いち早く駆け付け、防
災活動に当たります。サラリーマンや自営業などの生
業を持ちながら、地域の安全安心を守る頼もしい存
在です。

　宮地浜において長年にわたり、清掃活動を行い海岸の
環境美化に貢献し、その功績が特に顕著であるとして、
宮地浜老人クラブが国土交通大臣表彰(海をきれいにす
るための一般協力者)を受賞し、７月２０日に会長の塩

しお

屋
や

仁
じん

造
ぞう

さんが市長を表敬訪問しました。
　塩屋さんは「宮司浜老人クラブは３０年以上、継続し
て海岸清掃を行ってきました。これまでの活動が評価さ
れてとても嬉しく思います。表彰を励みに、これからも
宮地浜の環境美化に取り組んでいきたい」と抱負を語っ
ていました。

▲放水中に選手が入れ替わる場面。選手の表情から集中していることが分かる▲賞状を手に笑顔の塩屋さん

綱打ち

　７月８日、宮司体育館で宮地嶽相撲クラブが年に一
度の「綱うち」を行いました。
　横綱、福間小５年生の折田航一さんの体格に合わせ
ての綱作り。先生の指導の下、部員だけでなく保護者
やOBなど、大勢の力と想いを合わせて綱うちを行い
ました。
　出来上がった綱は１１月に宮地嶽神社で土俵入りを
奉納するときに使われます。� 【下田弘美】

「ふくつの鯛茶漬けフェア」抽選会

　７月１０日、ふっくるで「ふくつの鯛茶漬けフェア」
スタンプラリーの抽選会がありました。応募総数は
３９８通。「鯛の茶づけ」と「海スイーツ」の協賛店の
両方のスタンプを集めると応募できるものでした。
　半数近くが市外者の応募で、市の担当者も喜びの
表情。福津市観光協議会の高島会長による公正な抽
選の下、１等・２等合わせて５０人に協賛店で使える
商品券が当たりました。� 【櫻井紀子】

勝浦BSCが準優勝

　７月１５日「２０１２ビーチサッカーももち
SUMMER CUP」が福岡市の百道浜で開催され、ジュ
ニアの部で勝浦サッカークラブが準優勝しました。
　夏の照りつける太陽の下、足の裏が焼ける程に熱
い戦いが行われました。砂に足を取られながらも思
うように転がらないボールを懸命に追いかけ、
シュートを決めていました。
� 【中山和恵】

第２２回宗像地区消防ポンプ操法大会

国土交通大臣表彰（平成２４年海をきれいにするための一般協力者）
ご長寿をお慶び申し上げます

市内の１００歳以上のかた（８月２２日現在）を紹介します。
９月１７日（月）は敬老の日です。
年長のかたを敬い、みんなで長寿をお祝いしましょう。

氏　名 年齢（才） 自治会
友
とも

野
の
千
ち
代
よ

106 緑町区
奥
おく

門
かど

ユ キ 106 若木台6区
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あ
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べ
セ イ 104 宮司1区

本
ほん

田
だ

傅
つたえ

103 宮司3区
柴
しば

田
た
ナ ミ 103 岡の2区

須
す
藤
どう

サダ子 103 岡の2区
青
あお

野
の
キクコ 103 東福間4区

松
まつ

井
い
クニ子 102 畦町区

原
はら

富
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世
よ

102 宮司西区
大
おお

坪
つぼ

春
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子
こ

101 東福間5区
はな

田
だ
スエノ 101 花見1区

北
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村
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初
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枝
え
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河
かわ

㟢
さき

マサノ 101 岡の2区
髙
たか

木
き

茂
しげる

101 本町区
和
い ず み
泉 シナノ 101 新東区

川
かわ

㟢
さき

緑
みどり

101 天神町区
櫻
さくら

井
い
フクヱ 100 畦町区

竹
たけ

本
もと

久
ひさ

子
こ

100 花見1区
髙
たか

橋
はし

カツヱ 100 光陽台2区
髙
たか

山
やま

正
まさ

子
こ

100 岡の3区
久
く
保
ぼ
令
よし

子
こ

100 東福間3区
富
とみ

永
なが

瀧
たつ

雄
お

100 津丸区
石
いし
原
はら
田
だ
エ ミ 100 宮司ヶ丘区

中
なか

村
むら

ミチ子 100 内殿区
添
そえ

田
だ

平
たいら

100 的岡区
にし

田
だ
園
その

子
こ

100 東福間9区
石
いし

坂
さか

タマノ 100 光陽台4区
本
もと

松
まつ

秀
ひで

利
とし

100 原町1区

問い合わせ　福津市高齢者サービス課（福間庁舎）
　　　　　　☎４３・８２９８

※年齢の基準は、平成２５年３月３１日です。
敬老祝金の対象者は、
８８歳（大正１３年４月１日から大正１４年３月３１日まで）
９９歳（大正２年４月１日から大正３年３月３１日まで）のか
たで、基準日（平成２４年８月1日）まで６カ月以上引き続い
て、市内に住所を有しているかたとなります。
重ねて、お慶び申し上げます。
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まちのわだい
みん
な大
好き
！ ★

　★　★
　★　★

★　★
わが家の宝

市民広報ボランティア

　８月３日、市立図書館で「ふくつ子ども司書認定書授与式」が
行われました。
　子どもたちの中に読書活動を推進するリーダーを育成するこ
とで、子どもの自主的・自発的な読書を進めようと、昨年度開講
した「ふくつ子ども司書養成講座」。５回の講座全てを受講し、
課題に取り組んだ市内の小学４年生から６年生までの児童３６
人が「ふくつ子ども司書」に認定されました。
　これから、友達や家族をはじめ、地域の人など、多くの人び
とに読書の楽しさや大切さを伝えていってくれるでしょう。

　「あんずサイダー」と「しそサイダー」が発売され
ました。あんずの里のブランド商品として、あん
ずの里市利用組合が、商品化しました。ラベルは
九州大学の学生がデザイン。
　１本２００円、爽やかなふるさとの味をご賞味
ください。

　７月２６日～８月５日に津屋崎千軒なごみで、「重
水雅彦ガラス彫刻展」があり、幻想的なガラス彫刻が
並びました。
　重水さんは、東京でテレビ番組制作の業務をして
いましたが、その時に出会ったガラスエッチングに心
を打たれ、猛勉強。平成７年に北九州に工房を持つ
に至ります。「作品を通じて、多くの人に夢や元気を
届けたい」と語っていました。 ▲ふくつ子ども司書に認定された子どもたち

▲やさしい爽やかな味です▲エッチングガラス作家の重水雅彦さん

読書の楽しさや大切さを伝えるために

ふるさとの優しい夏の味がするガラスはここまで美しくなれる

●広報ふくつでは「みんな大好き！わが家の宝」に登場してくれる１歳から
６歳程度のお子さんを募集しています。●「○月号に載せて」という場合を
除き、締め切りはありません。原則、申し込みいただいた後の最新号に掲載
します。●誕生月など、掲載号をご指定の場合は、誕生月の前月１日までに
申し込みください。●お子さんのお名前・住所（行政区）・生年月日・メッセー
ジに、写真を添えて申し込みください。
申込・問い合わせ 　市広報秘書課（福間庁舎）　☎４３・８１１３

募集しています

西
にし

川
かわ

　あこちゃん
平成１８年１月４日生

西
にし

川
かわ

　あんちゃん
平成２３年９月２０日生

西
にし

川
かわ

　あいちゃん
平成１９年６月２３日生

花見４区

　わが家の人気者３姉妹です。これからも姉妹仲良く元気にヤンチャに
お父さん・お母さんを困らせてください。あなたたちの笑顔が最高です。

田
た

中
なか

　蒼
あお

士
と

ちゃん
平成２３年８月３１日生

花見４区

　笑顔がとってもカワイイあおちゃん!! 
１歳のお誕生日おめでとう♡♡
　甘えん坊でママはいつも大変だけど、
日々とても幸せです♡
　これからもたくさん食べて大きくなっ
て、元気いっぱいの男の子になってね☆

あんずサイダー・しそサイダー発売重水雅彦ガラス彫刻展

ふくつ子ども司書認定書授与式

男性料理教室

　７月９日、ふくとぴあで福津市食生活改善推進会
による男性料理教室がありました。参加したのは料
理初心者の１２人です。
　栄養士さんによる講習の後、エプロン姿になって、
野菜を切ることなど熱心に頑張りました。私も参加し
て初心に帰り、楽しく味噌汁などを作りました。
　自分たちで作った料理を味わいながら、皆さんと
語り合いました。� 【藤山謙治】

毎月２８日のお参り

　毎月２８日は八並不動明王にお参りに行く人た
ちを見掛けます。年に２回は地元の人だけでなく
遠方からもたくさんの参拝者が訪れます。ここは
明治時代に病がはやったときに、地元の人びとが、
苦しい生活の中、資金を集めて建てられたものだ
と聞きました。今でも年配者のかたがたを中心に
定期的に掃除して、大切に管理されています。
� 【占部祥代】

若木台夏祭り

　夏恒例の「若木台夏祭り」が開催されました。今年
で３５回を数え、地域にしっかりと根付いた夏祭り
となりました。太鼓の演奏に始まり、フォークダンス、
盆踊りがありました。今年は消防団の消防車が展示
され、子どもたちが喜んで乗り込んでいました。
　郷づくりやサンテラスなどの出店もあり、「ヨー
ヨー釣り」では子どもたちが、一生懸命にヨーヨーを
釣り上げていました。� 【吉村邦夫】

しそジュース作り体験教室

　あんずの里市で７月１４日と１５日に地元の新鮮な赤
しそを使ったしそジュース作り体験教室が行われました。
　講師は、あんずの里市の花田鶴子さん。しそを１０分
ほど煮て色が変わったら取り出し、砂糖を入れます。最
後に酢を入れて、鮮やかな赤色になったら出来上がり。
この時期が旬の赤しそは栄養豊富で夏バテ防止にもピッ
タリです。参加者たちは手作りのしそジュースをうれし
そうに持ち帰りました。� 【村田敬子】
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（お便りを送ってください）

　自由投稿コーナー「聞いちゃってんしゃい！ふくつ便」では、皆さんから
の自由な意見・要望・談話などを投稿・紹介しています。
　福津市をもっと住みよく、もっと楽しくするためには皆さんの声がとても
重要です。皆さんのさまざまな話をお聞かせください。お待ちしています。
※誌面の都合により、掲載できないことがあります。

聞いちゃってんしゃい！
ふくつ便

聞いちゃってんしゃい！
ふくつ便

点線に沿って切り
抜き、必要事項を書
いて、切手を貼って
投稿してください。

お手数ですが
50円切手を
お貼りください

福津市役所広報秘書課
広報広聴係 行

■ 氏名

■ 年齢　　　　 歳

■ 住所

■ 電話（　　  　　）　　　　-

〒　　　　-

■ 性別  　男   ・   女

■ ペンネームまたはイニシャル

　 フリガナ

※記載がない場合は、実名での掲載とさせていただきます。

市広報秘書課
（福間庁舎）
☎ 4 3 ･ 8 1 1 3

問い
合わせ

自由投稿
コーナー

広
報
誌
の
文
字
が
読
み
に
く
か
っ
た
で
す

イ
ニ
シ
ャ
ル　

Ｒ
・
Ｙ　

さ
ん

●Ｑ
広
報
ふ
く
つ
を
毎
回
読
ん
で
い
ま

す
。
８
月
１
日
号
は
、
松
林
の
写
真

が
と
て
も
美
し
い
も
の
で
し
た
。

　

こ
ん
な
こ
と
は
大
変
申
し
上
げ
に

く
い
の
で
す
が
、
９
ペ
ー
ジ
の
下
半
分

の
活
字
が
と
て
も
読
み
に
く
く
苦
労

し
ま
し
た
。
写
真
の
黒
い
部
分
と
文
字

の
黒
が
重
な
っ
て
見
え
な
い
の
で
す
。

一
度
、
紙
に
写
し
て
読
み
ま
し
た
。

●Ａ
い
つ
も
広
報
誌
を
お
読
み
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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こ
の
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び
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、
紙
面
の
一
部
に
読

み
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く
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箇
所
が
あ
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ま
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、
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申
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訳
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ざ
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せ
ん
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た
。

　

ご
指
摘
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通
り
、
９
ペ
ー
ジ
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下

段
は
、
写
真
と
文
字
が
重
な
っ
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、

大
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判
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紙
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し
た
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今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
読
み
に
く

い
箇
所
の
無
い
よ
う
、
職
員
に
徹
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す
る
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も
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、
各
自
が
細
心
の
注

意
を
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い
き
ま
す
。

　

ど
う
か
今
後
も
広
報
誌
を
ご
愛
読

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
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く
お

願
い
申
し
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まちのわだい

市民広報ボランティア

▲世界遺産へ登録へ向けて意気込みを語る小川県知事

　８月４日にカメリアホールで「宗像・沖ノ島と関
連遺産群」世界遺産登録推進会議があり、世界遺
産登録を目指す構成資産として、「沖ノ島」、「宗
像大社」、「新原・奴山古墳群」に絞り込むことが
決定しました。
　新原・奴山古墳群は宗像地域一帯を支配した古
代豪族胸

むなかたの

形君
きみ

一族の墓所で、約１５００年前に造
られた古墳４１基が海を望む台地に今も残ります。
九州から朝鮮半島に向かう海の道海

かい

北
ほく

道
どう

中
ちゅう

を支
配した海の民の集団のあり方を最もよく表す古
墳群と評価されています。

新原・奴山古墳群を構成資産へ

草刈り

　秋のコスモスまつりのために、朝から西郷川花園
に上西郷地区の皆さんが西郷川沿いに集まり、草刈
りやコスモスの種まき、彼岸花の球根の植え付けを
行いました。
　草刈り機の音が一斉に響きます。総勢１０１人で
の作業で草むらは瞬く間にきれいな平地に変わって
いきました。地元の人の協力があっての花まつり、
秋が楽しみです。� 【福﨑信一】

おやこ調理教室

　夏休みを利用して、福津市食生活改善推進会の会員
12人の指導の下、おやこ料理教室が開かれました。
　６歳から１１歳までの１７人の子どもたちと大人
１１人が参加しました。今回の教室の特徴は、自分の
子どもではなく、他人の子どもと一緒に料理を作るこ
とです。
　指導員やお母さんたちが、子どもの手を取りながら
料理する場面が、ほほえましく思えました。�【山本武利】

世界遺産登録推進会議が
開催されました

▲この部分が、写真と重なり文字が読みにくい箇所でした
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